







畢竟するに，最近導入されつつある SEL（Social and Emotional Learning : 社会性と






からの知見を基に「教え込み」の意義について，第 3 節では SEL に注目した特別活
動における徳目の習慣化について，考察を展開していきたい。
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。生きていく上で
基本となる正しい価値観は，教え押し付けていくべき
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（fertig lernen lassen），熱心にこれの訓練と督励（vben 
vnd treiben）とを与えることが肝要である。だから家長たる者には，少なくとも週に
一回は子供たちや使用人たちに順を追うて質問して，彼らがどの程度にそれを知り，
また学んでいるか（was sie Davon wissen odder lernen）を吟味し，もし彼らが会得
理解していないならば，真剣に督励指導すべき義務がある









4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4








4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
（so 
rohe vnd wilde sey）は断じて許容さるべきではない
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ていなければならないもの























































































SEL（（Social and Emotional Learning : 社会性と情動の学習）には 8S（8 Abilities 
at the School）が付加されている。つまり「学校における 8 つの社会的能力育成のた
めの社会性と情動の学習」SEL-8S（セルはちエス）というのが正式名称である。8 つ
の社会的能力すなわち社会のなかで人が人間として生きていくうえで必要とされる能
力を，基礎的社会的能力 5 つと応用的社会的能力 3 つの二層に分け，これらを学校で
の授業を中心とした教育活動を通じてスキルとして学ばせる

























以上 8 つの能力を 8 つの単元において小学校 6 年間のあいだに，学級活動や道徳の時
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事ぶり」に舌を巻いたと志水は述べている。ちなみに A 学力 = 知識・技能，B 学力 = 思考力・
判断力，C 学力 = 意欲・関心・態度。これらは「学力の樹」に例えられる。A 学力は葉，B
学力は幹，C 学力は根。根としての C 学力がしっかりしていなければ B 学力も太くはならず
C学力という豊かな葉も茂ることはない。あるいはAの学力はテストで測定して数字として「見
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